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3月1日現在

人口 299.002人
●舅＝151,809人●女＝147,693人
1咋 219人死亡 127人伝人等 1,070人転出等 1,141人

世帯数 95,481世帯
前月比＋21人十85世暑 在住外国人を含む

翌3月25日号 No.739 
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重度1じ＼身

障害者の方へ

タ
ク
シ
ー
を
利
用
し
た
場
合
、
月
4
回

を
限
度
と
し
て
利
用
料
金
の

一
部
を
補

お
早
め
に

説明会日程
it1時間..午後 2時～ 3時30分itl

月日 会 場

4. 7(±) 市役所7AB会議室

4. 9（月） 南古谷公民館

4. I 0（火） 高階南公民館

4.11(71<) 大東公民館

4. 12沐 霞 ヶ関公民館

4. 13（金｝ 南 Tムヽ 民館
l 

4. 16（月）名細公民館

※説明会会場でも報1賞金の受け
付けをします。

福
祉
タ
ク
シ
ー
“
は
｀
重
度
心
身
卯

害
者
の
方
が
、
市
が
委
旺
し
た
全
社
の

登
録
手
続
き
は
、

福
祉
タ
ク
シ
ー

助
し
よ
う
と
い
う
と
い
う
制
度
で
す
。

該
当
す
る
方
は
、
お
早
め
に
登
録
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

額
中
型
タ
ク
シ
ー
四
百
八
十
円
紅

疇

汀

[

な
お
｀
平
成
元
年
度
の
利
用
券
は
、

四
月
一
日
以
降
使
用
で
き
な
く
な
リ
ま

す
。
引
き
続
き
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方

は
｀
改
め
て
登
録
手
続
き
を
し
て
く
だ

利
用
料
金
の
． 

部
を
補
助

報

償

金

の

申

請

二
千

、
量
化
[
』
-
‘
_.)
浣
力
を

[、
ま
ヽ

忍

ー
し
9.

得ヽ
屯チ

ほ
し
9.

奥
武
蔵
高
原
で
自
然
の
息
吹
を
体
険

し
ま
せ
ん
か
。

四
月
一
日
か
ら
、
川
越
市
山
の
家
キ

ャ
ン
プ
場
の
バ
ン
ガ
ロ

ー
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。
ご
家
族
、
グ
ル
ー
プ
で
ぜ
ひ

ご
利
用
を
。

場
所
…
比
企
郡
都
幾
川
村
大
字
大
野
字

浅
間
山

―
ニ―

四

開
設
期
間
…
四
月
ー
十
月
（
夏
休
み
期

間
は
青
少
年
団
体
を
優
先
に
受
け
付

け
ま
す
）

料
金
…

一
棟
（
八
ー
十
人
用
）
、

川
越
市

攣
筍
饗
，
》
乙
言

日程は

;,. :1 
s 6/3（日）
と

10/28（日）

今年(J)'’ごみゼロ運勧，、の日程が上記の

2日に決まりました。

市内一斉に行われるこのクリーン作戟。

私たちの住む街を美しくするため、皆さん

の自治会や事業所などの年間行事に加えて

いただけませんか。

（両日とも、雨天の場合は 1週間延期）

問合先…環境管理課生活現境係（含内線237)

JI/起ffj役所:324-8811
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4,./(8)、PM1:oo~3:00／喜

ォープニング多院／川越まつり囃子・南

大塚もちつき踊り

桜a
 民踊

つり

流し

呑龍デー

録座東月市

慕子屋横丁まつり

の み の 市

犬名行列

喜多説寺宝展

1/,.I（日）～4．I5(H）／市街
地

1/,. /(B)、B(B)、/o(B)、

AM11:oo～正午／蓮善寺

1/,. B(B)、5.S閲、 AM9:oo

ごろ～PM5:ooごろ／蓮馨寺

／特産品販売、辻講釈

4.S（日）、o.lS旧）、AM8:00

-10:00／銀座通り商店街

1/,./1/,由、I/,.IE>旧）、
PM1:oo~、PM3:oo～／菓子

屋横丁／大道芸はか

4.2B(±)、AM9:ooごろ～

PM5:ooごろ／成田山川越別

院／骨とう市

4,.29闘正午～PM3:oo/
北部市街地／将箪家花見行

99 9, 9.ノ

列、花魁道中など

4.30齢、AM10:oo~PM2:

順似サむツ）＇9000／伊佐沼、ふれあいセン
ター

4.291.j~5.I5（灼、 AM

9:00~PM4:00／喜多院

5.3（初～6（日）、 AM10:oo~

小江戸縁日犬会 PM4:oo／蓮馨寺／江戸大道
芸、昔風お遊ぴはか

た。

O -'-

IC) 

小江戸川越
ペーパークラフト展

いはやし

山車の展示ど居囃子

5.3閲～6(8)、AM9'.00~

PM5'.00／蔵づくり資料館

5.3⑲~6（日）、 AM10:oo~
川越祈茶aつり叩：00／蓮馨寺

5.4体、5（防、/9(±)、20

（H)／元町 lT且稲荷神社、

川越駅東日／牛若丸の山車、

家康の山車

o.6(B)~8（灼、 2泊3B、

川越市氏号／川越ゆかりの地、奥州平
泉町と賜f温泉、松島

£>.Iか、PMG:oo~9:00

小江戸花火大会塁ご芯：□~El畠：、
民踊流しなど

5.I6（杓～ 2~(E1) 、 AM10:oo

~PM4:oo（抽選会5.20(0)、PM

観光スタンブラリー閾］］：言悶鸞：l
か所にスタンプ設置、賞品

多数

民扶芸能大会
（観光索内所オーブン記念）

5.ZfJ(B)、Mm:oo~、PM

3:00～／石原のささら獅子

舞、南大塚もちつき踊り

問合先•••小江戸川越観光推進協議会（合24-8811 内線451)

認

お
も
し
を
＞

な

｛

/

-

/// 
越
か

桜
前
線
の
だ
よ
り
と

の
II

小
江
戸
川
越
春
ま

昨
年
11

春
日
局
II

で

も
い
つ
そ
う
華
や
か
に

け
ん
ら
ん

す
。
絢
爛
豪
華
な

r
大

を
再
現
し
だ

r
小
江
戸

宵
を
彩
る

r
花
火
大
会

じ
ろ
押
し
。
川
越
の
春

五
百
円

申
込
・
問
合
先
・・婦
人
青
少
年
課
（
｛

内
線
5
2
2
.
3
)

※
な
お
｀
山
の
家
本
館
も
内
装
を
一
新

し
て
、
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

さ
い
。

対
象
者
・
・
・
身
体
障
害
者
手
帳

一
級
・

ニ

級
、
ま
た
は
療
育
手
帳
（
み
ど
り
の

手
帳
）
⑧•
A
を
お
持
ち
の
方
。
た

だ
し
｀
施
設
人
所
中
の
方
は
対
象
外

（
通
所
施
設
は
可
）

手
続
き
方
法
：
：
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た

は
療
育
手
帳
｀
印
鑑
を
持
参
し
、
幅

祉
課
ヘ

※
く
わ
し
く
は
同
課
障
害
福
祉
係
（
6

内
線
8
7
3
.
4
)

へ

と
も
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
あ
待
ち
か
ね

つ
り
“
が
や
つ
て
来
ま
す
。

盛
り
上
が
っ
た
こ
の
春
ま
つ
り
。
今
年

、
小
江
戸
の
ま
ち
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

名
行
列
L

、
大
道
芸
と
江
戸
風
お
遊
び

縁
日
大
会
」
、
そ
の
ほ
か
川
越
の
春
の

L

な
ど
ワ
ク
ワ
ク
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
め

を
ご
い
つ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

集

団

回

収

こ
み
の

ご
み
の
滅
量
化
と
再
資
源
化
の
た
め

に
、
昭
和
五
十
八
年
度
に
始
め
た
集
団

回
収
事
業
。
登
録
さ
れ
た
団
体
に
は
、

集
め
た
有
価
物

i
キ
ロ
ダ
フ
に
つ
き
一
二
円
の

ば
か
、

実
施
月
に
千
円
の
報
憤
金
が
女

払
わ
れ
ま
す
。

こ
の
集
団
回
収
事
業
の
手
続
き
方
法

な
ど
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

左
表

の
日
程
で
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

現
在
登
録
さ
れ
て
い
る
団
体
の
担
当

者
や
、
新
し
く
集
団
回
収
を
希
望
す
る

団
体
の
方
も
、
せ
ひ
最
寄
り
の
会
場

へ

お
出
か
げ
く
だ
さ
い
。

平
成
元
年
度
中
に
実
施
し
た
集
団
回

収
の
報
徽
金
申
請
を
受
け
付
け
ま
す
。

集
団
回
収
を
実
施
し
た
団
体
は
、
忘

れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
ー＂

期
問
：
・
四
月
―

-
H
⑪

i
二
十
日
⑥

申
請
・
問
合
先
…
環
境
整
備
諜

(
1
内

線
2
4
3
)

H2  

2
 

• ̀ ―身—'-’ ―
．ごと'9.Tniーマ



5 -

春の交通安全運動
4月6日～15日

重点目標

①子供と高齢者の交通事故防止

②若年運転者の無謀運転の防止

⑧飲酒運転の防止

、

も

~s· 
，
 

ダ

案
り

-
0
 

』

り一
．
ー
，

手
続
き
を

あ
忘
れ
な
く

資
産
税
課
の
窓
口
で
、

ロ
⑪
か
ら
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

縦
黄
を
始
め
ま
す
。

こ
れ
は
、

四
月
二

償
却

資
産
と
い
っ
た
皆
さ
ん
の
資
産
が
、

課
税
台
帳
に
正
し
く
登
録
さ
れ
て

い
る
か
、

土
地
や
家
唱
、

そ
の
価
格
や
状
況
が
適

正
か
ど
う
か
を
、
ご
自
分
の
目
で

確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
う

も
の
で
す
。

川
越
市
電
子
計
算
組
織
に
係
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
に
基

づ
き
、
電
算
処
理
を
し
て
い
る
個
人

情
報
の
種
類
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〈
住
民
情
輯
閻
係
〉
住
所
、
氏
名
、

生
年
月
日
、
性
別
、
住
民
と
な
っ
た

日
な
ど
、
個
人
が
識
別
で
き
る
項
目

〈
国
民
年
金
な
ど
の
関
係
〉
資
格
の

取
得
・
喪
失
、
納
付
記
録
、
福
祉
年

金
の
受
給
な
ど
に
必
要
な
項
目

〈
橿
祉
関
係
〉
医
療
助
成
｀
児
童
手

四
月
は
、
就
職
・
転
職
の
李
節
で
す
。

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
た
方
が
、

就
職
し
て
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
に
加

入
し
た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
か
ら

脱
追
す
る
手
続
き
(

1

1

喪
失
手
続
き
）
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
親
元
を
離
れ

下
宿
し
、
⑦
保
険
証
を
特
っ
て
い
た
学

生
が
、
就
職
な
ど
に
よ
り
こ
の
保
険
証

が
不
要
に
な
っ
た
と
き
も
、
喪
失
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
手
続
き
な
し
に
、
国
保
の
保
険

証
で
病
院
に
か
か
る
と
、
国
保
で
支
出

し
た
医
療
殴
を
返
し
て
も
ら
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

会
社
を
や
め
ら
れ
た
方
は
、
国
民
健

康
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
‘
退
職
後
も
健
県
保
険
に
観
続

課
税
台
帳
に
は
、
平
成
二
年

一

月
一
日
現
在
の
資
産
が
登
録
さ
れ

て
い
ま
す
。

台
帳
を
ご
覧
に
な
り
、
記
載
事

項
に
不
服
が
あ
る
場
合
は
、
四
月

二
日
⑪
か
ら
五
月

一
日
肉
ま
で
に
、

「
川
越
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会

（事
務
局
11
資
産
税
課
）
」
に

審
査
の
申
し
出
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

人

情

報

の

種

類

当
、
保
育
料
、
障
害
者
、
生
活
保
護

な
ど
に
必
要
な
項
目

〈
税
関
係
〉
年
税
額
‘
納
付
額
‘
納

付
年
月
日
な
ど
の
税
処
理
に
必
要
な

項
目〈
国
保
税
関
係
〉
年
税
額
納
付
額
‘

納
付
年
月
日
｀
国
保
加
入
者
な
ど
に

必
要
な
項
目

問
合
先
・
・
電
子
計
算
課
(

6

内
線
7

2
1
1
4
)
か
各
担
当
課
ヘ

加
入
で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
会
社
の
保
険
担
当
者
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

国
民
随
康
保
険
の
加
入
・
喪
失
の
手

続
き
は
、
保
険
年
金
課
、
市
民
諜
、
出

張
所
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
に

は
、
次
の
も
の
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

〈
国
保
に
加
入
す
る
と
き
〉
印
鑑
｀
健

康
保
険
資
格
喪
失
証
明
書
、
年
金
証
書

（
退
職
者
医
釈
制
度
対
象
者
の
み）
｀
国

民
健
康
保
険
証
（
家
族
の
ど
な
た
か
が

加
入
し
て
い
る
場
合
）

〈
国
保
を
や
め
る
と
き
〉
印
鑑
、
国
民

健
康
保
険
証
、
建
康
保
険
証
ま
た
は
陣

康
保
険
資
格
取
得
証
明
書

問
合
先
・
：
保
険
年
金
課
保
険
係

云

内

線
2
6
2
1
4
)

ヽ

＇ 

、

、

_
1_
_
 _
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.
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人

事

異

動

国
民
健
康
保
険

日日秘秘蒻騨沌砂ター

無料土壌診断

三
月
一
日
付

1

L

(

)

内
は
前
職

農
産
物
づ
く
り
を

こ、、こし、

f

f

 

今
年
度
も
評
価
替
え

年
度
で
は
な
い
の
で
、
価
格
に
つ

い
て
の
審
杏
の
申
し
出
は
、
家
屋

の
新
増
築
や
地
目
の
変
更
に
よ
り

価
格
が
変
わ
っ
た
も
の
に
限
ら
れ

ま
す
。電
話
で
の
評
価
額
や
税
額
の
お

問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ら
れ
ま
せ

ん
の
で
、
期
間
中
に
資
産
税
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〈
縦
覧
の
期
間
〉

四
月
二
日
⑪
ー

ニ
十

一
日
出
、

午
前
八
時
三
十
分

1
午
後
五
時

四
月
か
ら
、
「
広
報
川
越
」
の
内
容
が

一
部
変
わ
り
ま
す
。

編
集
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
親
し
み
の
持
て
る
紙
面
づ
く
り
を

心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

新
年
度
も
皆
さ
ん
の
身
近
か
な
情
報

源
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

〈
新
し
く
始
ま
る
シ
リ
ー
ズ
〉

▽
も
し
も
し
コ

ー
ナ
ー
「
生
涯
教
育
」

▽
チ
ョ
ッ

ト
教
え
て
「
国
民
年
金
」

農
家
や
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
る

方
を
対
象
と
し
た
「
上
壌
診
断
」
。
今
年

こ
月
か
ら
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
｀
好

評
に
よ
り
、
四
月
か
ら
も
継
続
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

漣
康
な
農
作
物
づ
く
り
の
た
め
、
「
上
」

へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
あ
な

... 

た
の
士
の
元
気
度
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た

め
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

希
望
者
は
、
「
農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

_」

ま
で
土
壌
サ
ン
プ
ル
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
常
農

・

家
庭
菜
園
相
談
も
同
時
に
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

-4-

， 
エ——竺＝

t
-
}
 問

合
先
：
向
セ
ン
タ
ー

(
6
2
6
ー
6

5

5
1
)
 

「土壌サンプルの取り方7

霜硲ク溝
シリーズ⑯

伸8JJ・六軒町あだり

［要寿院屑山神社

中央公民館分室 ］ 

．

回

/1/恐―市皮汐7S24-8ど11’

た
だ
し
、

ーヽ

上
躍
日
の
午
後
と
日
曜

十
四

H
山
は
除
き
ま
す

〈
縦
覧
の
で
き
る
方
〉

納
税
義
務
が
あ
る
方
、
納
税
管

理
人
、
納
税
義
務
が
あ
る
方
の
委

任
状
を
お
持
ち
の
方

〈
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の
〉

縦
黄
に
米
た
方
の
印
鑑
、
申
請

人
本
人
で
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
（
前
年
の
納
税
通
知
書
、
自
動

車
免
許
証
な
ど
）

問
合
先
：
資
産
税
課

4
1
1
7
)
 

(

6

内
線

8

▽
お
し
ゃ
べ
り
倶
楽
部
「
川
越
五
最
“
発

見」▽
ふ
く
し
ふ
れ
あ
い
「
社
協
の
窓
」

〈
終
わ
る
シ
リ
ー
ズ
〉

▽
家
庭
児
童
相
談
室
か
ら

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

〈
教
育
委
負
会
〉

▽
博
物
館
長
黒
川
五
朗
（
博
物
館
準
備
室
長
）

▽
数
か
ず

▽
在
宅
ケ
ア

表
紙
で
は
、
「
川
越
の
伝
説
」
（
市
教

育
委
員
会
刊
行
）
の
中
か
ら
、
伝
説
の

ゆ
か
り
の
地
を
紹
介
し
ま
す
。

応
援
し
ま
す

日
時
：
四
月
1
来
年
三
月
、
毎
月
第

一

•
三
上
曜
日
‘
午
前
十
時
1

午
後
四
時

区
画
あ
た
り
‘
五
か
所
か

ら
、
四
i
五
[
'
5

の
深
さ
の

ヒ
を
取
るー

陰
ド
し
後
、
網
目

りいメの

ふ
る
い
に
か
け
．
．
 H
3

▼を

ピ
ニ
ー
ル
袋
に
人
れ
る

一
生
徒
作
品
乞

ー一

い
じ
め
つ
子
が
助
け
て
く
れ
だ

小

四

ー
＿
一
年
生
の
終
り
ご
ろ
の
こ
と
だ
っ
た
。

太
っ
た
い
じ
め
っ

↓卜
が
、
女
の
子
を
、

相
変
わ
ら
ず
い
じ
め
て
い
た
。
ぽ
く
は
、

何
度
も
止
め
よ
う
と
思
っ
た
が
、
＇
児
気

が
出
な
い
。
だ
か
ら
、
ぽ
く
は
、
い
つ

も
そ
っ
と
す
通
り
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

四
年
生
に
な
っ
て
か
ら
の
あ
る
Fl
、

帰
り
に
少
し
ず
つ
ぜ
ん
そ
く

が
出
て
き
た
。
急
い
で
吸
入

パ
イ
プ
を
取
り
出
し
、
シ
ュ

ツ
、
シ
ュ
ソ
と
、
の
ど
に
当

て
た
。
げ
れ
ど
、
薬
が
出
な

い
。
仕
方
な
く
ゆ
っ
く
り
ゆ

っ
く
り
歩
い
た
。
早
く
家
に

つ
き
た
か
っ
た
が
、
す
ぐ
に

ば
て
て
し
ま
う
。
少
し
休
ん

で
い
こ
う
と
思
っ
て
道
ば
た

に
す
わ
っ
て
い
た
。
で
も
‘

み
ん
な
は
｀
知
ら
ん
顔
し
て

通
り
す
ぎ
て
い
く
。

少
し
良
く
な
っ
た
の
で
、

が
ん
ば
っ
て
行
こ
う
と
思
っ

て
ま
た
歩
き
出
し
た
。
し
か

し
、
す
ぐ
歩
け
な
く
な
り
‘

そ
の
場
に

す
わ
り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
。
も
う
二
虔

シ
ュ
，．ノ

シ
ュ
ッ

と‘

し
い
、
こ
ん
な
に
く
る
し
い
の
は
初
め

て
だ
よ
。
」
と
思
い
な
が
ら
、
吸
入
バ
イ

プ
を
何
度
も
の
ど
に
当
て
た
。
け
ど
‘

き
き
日
は
ぜ
ん
せ
ん
な
い
。
ま
た
‘
林

の
所
に
す
わ
っ
て
頭
を
か
か
え
て
い
た
。

何
虔
も
つ
ぶ
や
い
て
い
る
と
、
恐
ろ

し
い
と
思
っ
て
い
た
、
あ
の
い
じ
め
っ

子
が
、
こ
ち
ら
に
向
か
っ
て
歩
い
て
く

る
で
は
な
い
か
。
「
あ
っ
、
ど
う
し
よ
う
。

沿育シク
念 、
腟 ・1 ゞ し

い
じ
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
に
け

な
い
と
。
」
と
｀
心
の
中
で

ひ
っ
し
に
思
っ
た
。

「
ど
う
し
た
。
」

人権それは愛
開こう私の目と心

の
ど
に
当
て

た
。
が
、
と
う
と
う
中
身
は
ま
っ
た
＜

出
な
い
。
「
く
る
し
い
‘
く
る
し
い
、
早

く
家
に
帰
り
た
い
よ
。
」
と
‘
通
り
す
ぎ

て
い
く
人
を
見
な
が
ら
心
の
巾
で
さ
げ

ん
だ。少
し
ず
つ
歩
い
た
が
、
な
み
だ
で
先

が
見
え
な
か
っ
た
。
「
く
る
し
い
、
く
る

養
寿
踪
の
前
の
道
を
南
下
。
こ
の
通

り
は
、
表
通
リ
の
け
ん
騒
を
よ
そ
に
静

か
な
た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い
る
。
J
E

油
工
場
の
角
を
西
へ
。

111
車
の
保
管
庫

と
‘
ぽ
く
の
顔
を
見
た
そ
の

子
ぱ
、
相
変
わ
ら
ず
ら
ん
ほ

う
な
口
胴
で
言

っ
た
。
ぽ
く

は、

小
さ
な
声
で
、

「く
る
し
い
ん
だ
よ
。
」

と
言

っ
た
。
す
る
と
、
そ
の

い
じ
め
っ
子
は
、

「
持
っ
て
や
る
よ
。」

と
、
ぽ
く
の
カ
バ
ン
を
持
ち

上
げ
な
が
ら
、
ぶ

っ
き
ら
ぽ

う
に
―-i-i
っ
た
。
お
か
け
で
ぱ

く
は
、
少
し
歩
く
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
子
は
、
ぽ
く
に

合
わ
せ
て
‘
ゆ
っ
く
り
ゆ
っ
く
り
歩
い

て
く
れ
た
。

ぽ
く
は
、
思
い
ち
が
い
し
て
い
た
ん

だ
。
悪
い
子
と
思
い
続
け
る
こ
と
は
、

本
当
に
い
け
な
い
こ
と
だ
と
思
っ
た
。

ぽ
く
は
、
あ
の
い
じ
め
っ
子
が
正
義
の

味
方
に
思
え
て
き
た
。
こ
の
う
れ
し
さ

を
、
ぱ
く
は
、
一
生
忘
れ
な
い
。

県
同
和
教
育
課
発
行
、
人
権
文
集
）

-
「
は
ば
だ
き
」
第

13集
習

引

用

か
り
す
ぐ
よ

が
あ
る
鵠
山
神
社
は
、
子
供
た
ち
の
か

っ
こ
う
の
遊
び
場
に
な
っ
て
い
る
（
写

真
上
）
。
境
内
を
通
り
六
軒
町
へ
向
か
う
。

路
地
で
、
風
変
わ
り
な
建
物
を
見
つ
け

た。

尋
ね
る
と
、
戦
後
、

工
場
で
使

っ

た
変
電
器
を
入
れ
た
所
と
の

こ
と
。
今

年
中
に
は
壊
さ
れ
る
予
定
だ
と
か
、
ま

た
川
越
の
戦
後
を
語
る
も
の
が
消
え
て

い
く
。
帰
り
直
、
日
高
県
道
沿
い
に
、

小
さ
な
蔵
を
兄
つ
け
た
。
近
づ
く
と
‘

r供
た
ち
の
は
し
ゃ
ぎ
声
が
閲
え
て
き

た
。
（
表
紙
）
町
の
日
だ
ま
り
の
小
さ
な

風
景
だ
っ
た
。

四
月
か
ら
は
、
伝
説
ゆ
か
り
の
地
を

紹
介
し
ま
す
。
二
期
待
く
だ
さ
い
。

P

U
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勤労青少年ホーム

対象・・・15~30歳の勤労青少年

申込•••500円（運営雑費）を添えて同ホームへ

（先着順）。なお、別に利用証交付申請

(1年間有効）と利用者協議会費700円

が必要。

云22-5241

講座名 期間 曜日 時間（午後） 定員 教材費

I害道・ペン習字 ・1~9月 火 6:30~8:30 25人 1, 5001り

I荼道 .1-9月 火 6:oo~8:00 20人 3 000円

華道 ↓-9月 水 6:30~8:30 20人 5,000円

エアロピクス -1~9月 水 7:00~9:00 40人 500円

初級英会話 4-9/'I 木 6::io~8:30 30人 1,000円

木耀料理 4-911 木 6:00~8'.00I 30人 5, 0001 l」

1金躍料理 4-9月 金 1,:00-s:oo :rn人 5,00@II] 

社交ダンス 4~’ 12月 金 6:30~8:30 りkl消30I人I¥ 501)円

1

震
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
饂
し

農
業
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
6
2
6
1
6
5
5
1

草
も
ち
づ
く
り
体
験

よ
も
ぎ
摘
み
か
ら
試
食
ま
で
。

日
時
：
．
4
月
1
日
回
、
午
前
9
時
3
0
分

ー
午
後
1
時
定
員
…
一
二
十
人
経
費

・
・
・
四
百
円
申
込
・
・
・
3
月
2
9
日
困
午

前
9
時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
（
電
話
可
）
へ

春
休
み
・
1
6
-
-
l
l

リ
ふ
れ
あ
い
映
写
会

日
時
・
内
容
：
•
4
月
3
日
g
〈
午
前

の
部
〉
1
1
午
前
1
0
時
1
正
午
、
▼
と
う

ふ
犀
か
あ
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
(

4

8

分）

▼
お
ば
捨
て
山
の
月
(

2

1

分
）
▼
ト
ム
・

ソ
ー
ヤ
の
冒
険
(
2
7
分
）
〈
午
後
の
部
〉

1
1
午
後
1
時
3
0
分
1
4
時
、
▼
背
を
む

け
な
い
で
お
母
さ
ん
(
2
5
分
）
▼
子
だ
ぬ

き
愛
情
物
語
（
祁
分
）
▼
風
の
又
三
郎
(
3
0

分
）
定
員
・
：
六
十
人
（
先
着
順
）
経
費

…

無

料

申

込
．．． 
当
日
、
直
接
同
セ
ン

タ
ー
へ危
険
物
取
扱
者
試
験
と

準
備
講
習
会

川
越
地
区
消
防
組
合
6
2
2
1
0
7
0
0

試

験
日
時
…
▼
第
一
回
試
験
（
甲
種
、
乙
種

三
•
四
•
五
・
六
類
、
丙
種
）
1
1
5
月

2
7
日
⑪
▼
第
二
回
試
験
（
乙
糧
一
・
ニ

•
四
類
、
丙
種
）
1
1
7
月
8
日
⑮
会

場
：
東
京
国
際
大
学

葦
サ
ン
ラ
イ
フ
川
越
の
教
室

サ
ン
ラ
イ
フ
川
越
6
2
5
|
5
4
4
5

ェ
ァ
ロ
ピ
ク
ス
（
水
躙
日
）

日
時
：
4
月

18
日
i
6
月
2
7
日
‘
(
5

月
2
日
を
除
く
）
、
▼
午
前
1
0
時
ー
1
1

時
▼
午
前
1
1
時
1
正
午
の
―
―
コ
ー
ス

対
象
・
定
員
・
・
女
性
・
各
十
五
人
（
先

着
順
）
経
費
：
二
千
円

ェ
ァ
ロ
ピ
ク
ス
（
金
耀
日
）

日
時
：
4
月
2
0
日
i
6
月
2
9
日
(
5
月

4
日
を
除
く
）
▼
午
後
7
時
3
0
分
i
8

時
3
0
分
の
ニ
コ
ー
ス
対
象
・
定
員
・
・
・
一

般
・
各
十
五
入
（
先
着
順
）
経
費
：
―
-
千
円

バ
ド
l
l
l

ン
ト
ン

日
時
：
•
•
4
月
1
9
日
i
6
月
2
8
日
、
毎
週

木
曜
日
(
5
月
3
日
を
除
く
）
、
午
前
1
0

時
i
正
午
対
象
・
定
員
…
女
性
・
三

十
人
（
先
着
順
）
経
費
．．． 
―
-
千
円

硬
式
＿
プ
ニ
ス

日
時
…
4
月
2
0
日
i
6
月
2
9
日
、
毎
迎

金
曜
日
(
5
月
4
日
を
除
く
）
、
午
後
1

時
S
3
時
対
象
・
定
員
・
・
女
性
・
三

十
人
（
先
着
順
）
経
費
：
二
千
円

準
偏
講
習
会

日
時
：
・
▼
5
月
7
日
印
・
9
日
困
（
乙

,1, 

種
第
四
類
）
▼
5
月
1
4
日
⑪
・
1
5
日
g

乞
種
第
四
類
）
▼
5
月
9
日
困
・
1
0
日

困
（
甲
種
）
▼
5
月
3
日
g
（
丙
種
）
会

場
：
福
祉
セ
ン
タ
—

申
込
・
：
試
験
・
講
習
会
と
も
4
月
1
0
日

g
.
1
1
日
困
午
前
9
時
1
午
後
4
時

に
同
組
合
（
神
明
町
四
八
ー
四
）
へ

※
試
験
願
書
・
準
備
講
習
会
申
込
書
は
｀

同
組
合
ま
た
は
各
消
防
分
署
に
用
意
し

て
あ
り
ま
す
。

春
の
小
江
戸
史
跡
見
て
歩
き

蕎
齢
者
事
業
団
6
2
2
1
2
0
7
5

日
時
：
4
月
5
日
困
｀
午
前
1
0
時
1
午

後
3
時
3
0
分
コ
ー
ス
・
・
・
川
越
駅
東
口

（
集
合
1
1
午
前
9
時
3
0
分
）
↓
喜
多
院
↓

浮
島
神
社
↓
三
芳
野
神
社
↓
本
丸
御
殿

↓
博
物
館
↓
時
の
鐘
↓
蔵
造
り
資
料
館

↓
菓
子
屋
横
町
経
費
・
・
・
ニ
千
円
（
入

館
料
・
昼
食
代
な
ど
）

申
込
…
官
製
ハ
ガ
キ
に
①
住
所
②
氏
名

（
グ
ル
ー
プ
参
加
の
場
合
は
代
表
者
名

・
人
数
）
③
電
話
番
号
④
希
望
事
項
を

記
入
し
、
4
月
3
日
g
（
必
着
）
ま
で
に

高
齢
者
事
業
団
観
光
案
内
班
（
郭
町
一

ー
一
九
—
六
）
へ

＝`
人
形
慧
グ
ル
ツ
ベ
春
休
み
公
演

南
公
民
館
6
4
3
1
0
0
3
8

日
時
・
:
3
月
3
0
日
匈
午
前
1
0
時
3
0
分

と
午
後
2
時
開
演
の
二
回
経
費
：
無

料
申
込
…
当
日
、
直
接
同
館
へ

〈
申
込
〉
・
・
・
各
教
室
と
も
、
4
月
3
日
匹

午
前
9
時
か
ら
経
費
を
添
え
て
同
館
へ

（
電
話
不
可
）

フ

ィ

ブ

＾

＇

k
W
y
cス
ポ
ー
ツ
教
室

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
6
2
2
1
5
2
4
1

初
心
者
テ
ニ
ス
教
室

日
時
：
4
月
1
1
日
1
6
月
2
0
日
、
毎
週

水
曜
日
(
5
月
2
日
を
除
く
）
｀
午
後
7

時
1
9
時
会
場
…
ロ
イ
ヤ
ル
パ
ー
ク

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
対
象
・
定
員
・
・
・
1
5
歳

ー
3
0
歳
の
働
く
青
少
年
・
男
女
各
十
五

人
経
費
・
・
・
八
千
円
申
込
…
4
月
4

日
困
、
午
後
7
時
i
7
時
3
0
分
に
同
ホ

ー
ム
ヘ
来
た
方
を
対
象
に
抽
選
。

初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

日
時
：
4
月
2
4
日
1
6
月
1
9
日
、
毎
週

火
曜
日
(
5
月
1
日
を
除
く
）
、
午
後
6

時
3
0
分
1
8
時
3
0
分
会
場
：
中
台
ゴ

ル
フ
セ
ン
タ
ー
対
象
・
定
員
・
・
・
1
5
歳

1
3
0
歳
の
働
く
青
少
年
・
男
女
各
十
人

経
費
…
千
円
（
ポ
ー
ル
代
別
）
申
込
：
・

4
月

1
7
H
g
、
午
後
7
時
1
7
時
3
0
分

に
同
ホ
ー
ム
ヘ
来
た
方
を
対
象
に
抽
選

※
ど
ち
ら
の
教
室
も
初
め
て
ホ
ー
ム
を

言
り
口

お
し
ら
せ
パ
ッ
ク

貝
加
第
己
ふ
土
躍
日

1

市
役
所
は
閉
庁
し
ま
す

利
用
す
る
方
は
、
利
用
証
交
付
申
請
と

利
用
者
協
議
会
蝦
七
百
円
が
別
に
必
要
。

武
道
館
で
の
剣
道
初
心
者
叙
室

市
剣
道
連
盟
主
催
。
体
力
づ
く
り
と

精
神
修
養
に
い
か
が
で
す
か
。

日
時
：
毎
週
士
曜
日
の
午
後
6
時
3
0
分

i
7
時
3
0
分
と
日
暉
日
の
午
前
9
時
i

1
0
時
会
場
…
川
越
武
道
館
対
象
…

新
小
学
三
年
生
以
上
の
男
女
経
費
…

入
会
金
千
円
、
年
七
千
二
百
円
申
込

・
・
・
四
月
一
日
⑪
、
午
前
9
時
か
ら
正
午

ま
で
、
同
館
へ
（
電
話
不
可
）
問
合
先

：
：
野
尻
佳
延
(
6
2
2
1
1
7
4
7
)

冨
酋

□

・
血
観
光
案
内
所
職
員

商
工
観
光
課

6
内
線
4
5
1

市
観
光
協
会
で
は
‘
川
越
駅
束
口
再

問
発
ビ
ル
内
に
オ
ー
プ
ン
す
る
観
光
案

内
所
職
員
を
募
集
。
社
会
保
険
完
備
。

雇
用
期
間
：
•
•
5
月
1
日
因
1
来
年
3
月

3
1
日
同
勤
務
時
間
：
午
前
1
0
時
i
午

後
7
時
（
火
曜
日
休
み
｀
週
六
日
勤
務
）

資
格
·
定
員
•
•
3
0
歳
未
満
の
女
性
・
―
―

人
申
込
・
:
4
月
1
3
H
⑤
ま
で
に
履
歴

書
（
写
真
添
付
）
を
持
参
し
直
接
同
課
ヘ

．
t
こ
ど
も
の
城
ボ
＿
フ
ン
テ
ィ
ア

児
童
セ
ン
タ
ー
6
2
5
1
,
7
2
8
8

児
童
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
指
導
ポ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
。

日
時
…
毎
週
土
曜
日
、
午
後
2
時
i
4

時
対
象
：
十
八
歳
以
上
の
方
※
同

川越地区消防組合菅内

2月の火災と救急出動

火災件数・・・・・・・・・・・・10件

損害額••14,479万円

救急出動・・・・・・・・..436件

搬送人員・・・・・・・..405人

おとなりにあげる安心火の始末

電
見
沼
の
探
鳥
と
自
然
散
策

日
時
：
4
月
2
9
日
閲
、
午
前
9
時
（
集

合
1
1
浦
和
市
大
崎
公
園
）
1
午
後
2
時

コ
ー
ス
…
▼
1
大
崎
公
園
↓
国
昌
寺
↓

さ
ぎ
山
記
念
公
園
▼
2
大
崎
公
園
↓
氷

川
女
体
神
社
▼
3
大
崎
公
園
↓
見
沼
通

船
堀
定
員
・
・
・
ニ
百
人
軽
費
…
無
料

持
参
品
・
・
・
昼
食
、
雨
具
｀
筆
記
用
具
‘

双
眼
鏡
申
込
・
問
合
先
…
ハ
ガ
キ
に

参
加
者
全
員
の
住
所
｀
氏
名
、
希
望
コ

ー
ス
、
代
表
者
の
電
話
番
号
を
明
記
し
、

4
月
1
6
日
⑪
ま
で
に
県
自
然
保
護
課

(
〒3
3
6浦和
市
高
砂
三
ー
一
五
—
―

6
0
4
8
|
8
2
4
ー
2
1
1
1
)
へ

※
小
雨
決
行
。
参
加
者
全
員
に
記
念
品
。

｀
婦
人
問
題
を
考
え
る

埼
玉
の
つ
と
い

日
時
…
4
月
1
3
日
⑥
、
午
後
1
時
3
0
分

ー
4
時
会
場
…
県
民
活
動
総
合
セ
ン

タ
ー
（
伊
奈
町
大
字
小
針
内
宿
字
土
井

一
、
六

0
0
)

内
容
…
講
演
「
婦
人

週
間
を
考
え
る
」
「
琵
琶
に
生
き
る
」
、

筑
前
琵
琶
演
奏
定
員
…
四
百
人
（
先

川
越
市
役
所

6
2
4
|
8
8
1
1

・
慶
め
だ
か
の
会

i

3
歳
ー
幼
稚
園
入
園
前
の
幼
児
と
母

]
親
で
親
子
遊
び
。
4
月
1
0
日
か
ら
の
毎

．
週
火
曜
日
、
午
前
1
0
時
i
1
1
時
3
0
分
、

一
福
原
公
民
館
で
。
月
二
千
円
。
先
瘤
ニ

~
十
五
人
。
申
込
・
問
合
先
·
：
電
話
で
宮

~
本
邦
子
(
6
4
6
ー
5
5
0
5
)

．
瓢
日
本
画
日
彩
会

~

毎
月
第
二
•
四
日
曜
日
、
午
後
ー
時

i
か
ら
、
南
公
民
館
で
。
入
会
金
千
円
、

一
月
千
五
百
円
。
問
合
先
…
長
戸
良
枝

滋

墾

入

場

料

．．． 
無

料

※

手

話

通

[い

(
6
4
2
_
4
5
6
0
)

i
9
水
墨
画
南
画
同
好
会

退
保
育
（
事
前
申
し
込
み
制
ア
あ
り
。

毎
月
第
一
ー
＝
―
火
曜
日
、
午
前
1
0
時

問
合
先
・
：
県
婦
人
行
政
謀
二
1
0
4

8

|

8

2

4

|

2

1

]

]

}

i

i
正
午
、
名
細
公
民
館
で
。
月
二
千
五

1

_

1
ー
一
一

百
円
。
問
合
先
・
・
・
古
川
末
雄
(
n
3
3
|

百

置

ロ
一
●

いJII炉
r剣
友
会

小
学
生
の
男
女
。
毎
週
日
曜
日
、
午

前
7
時
1
9
時
、
大
東
東
小
学
校
体
育

匂
中
央
高
齢
者
学
級

中
央
公
民
館
6
2
2
ー
1
3
9
4

-こ
罪
で
。
入
会
金
二
千
円
、
月
千
円
。
4

日
時
：
4
月
2
5
日
1
来
年
3
月
6
日
、

l

i
月
1
日
回
、
午
後
1
時
か
ら
、
同
体
育

~
館
で
説
明
会
。
問
合
先
•
•
•
岡
島
政
男

毎
月
第
一
1
三
水
曜
日
（
二
回
選
択
）
、

・-
(
6
4
2
ー
1
7
2
6
)

午
後
1
時
3
0
分
1
3
時
3
0
分
対
象
・

資
・
・
・
6
0
歳
以
上
の
方
・
ニ
百
八
十
人

一

高
階
イ
レ
プ
ン
（
サ
ッ
カ
ー
）

（
先
着
順
）
経
費
…
千
円
申
込
：
•
4

i

小
学
生
の
男
女
。
毎
週
日
曜
日
と
祝

月
3
日
匹
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
経
費
日
、
午
後
2
時
3
0
分
i
4
時
3
0
分
、
高

を

添

え

て

同

館

へ

階

小

学

校

校

庭

な

ど

で

。

月

二

千

五

百

i
円
。
4
月
ー
日
t
B
l
.
8
日
回
、
同
校
校

．
庭
で
説
明
会
。
問
合
先
・
・
大
野
進
（
n

‘
L

ぃ
土
躍
講
座
r
油
絵
入
門
」

i

南
古
谷
公
民
館
6
3
5
1
1
5
1
9

-.
4
3
|
8
7
6
0
)
 

日
時
：
•
4
月
7
日
i
6
月
2
3
日
、
毎
週

i~
馨
気
功
法
を
取
り
入
れ
た

一

腰
痛
体
操
・
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ

土
曜
日
(
5
月
5
日
を
除
く
）
、
午
後
1

-

4
月
1
6
日
囲
か
ら
毎
週
月
・
水
•
金

時
3
0
分
1
3
時
3
0
分
対
象
・
定
員
・
・
・

一

成
人
・
ニ
十
五
人
経
費
・
・
・
千
円
申
•
•
土
曜
日
、
午
後
6
時
3
0
分
ー
7
時
3
0

込
．．． 

3
月
2
9
日
中
、
午
前
1
0
時
か
ら
同

i
分
、
む
さ
し
の
塾
空
手
道
場
で
。
一
回

館
へ
（
電
話
可
）
※
用
具
な
ど
が
必
要
。

i
四
百
円
。
問
合
先
…
川
崎
由
美
(
6
3
3

詳
細
は
同
館
へ
。

~
ー
1
6
9
4
午
後
6
時
以
降
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
作
詩
・
作
曲
を
し
て

~

揖
原
シ
ル
バ
ー
ダ
ン
ス
ク
ラ
プ

い
た
だ
け
る
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
募
集
し

i

（
社
交
ダ
ン
ス
）

て
い
ま
す
。

一

毎
週
火
曜
日
、
午
後
1
時
3
0
分
1
4

~
時
、
福
原
公
民
館
で
。
入
会
金
千
円
、

一
月
千
円
。
問
合
先
…
野
口
高
子
（
6
4
5

扉
圏

□―_
9
5
0
2
)

特
設
人
権
相
談

一
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

家
庭
、
士
地
・
建
物
｀
困
り
ご
と
、

｝
闊
川
越
話
し
方
友
の
会
講
演
会

心
配
ご
と
‘
い
じ
め
な
ど
。
無
料
。

一

身
近
な
法
律
の
話
。
3
月
2
8
日
困
、

日
時
：
．
4
月
1
0
日
g
、
午
前
1
0
時
i
午

i
午
後
6
時
3
0
分
か
ら
、
南
公
民
館
で
。

後
3
時
会
場
…
南
公
民
館
問
合
先

一
無
料
。
会
員
募
集
・
・
・
毎
月
第
一
・
―
―
―
水

．．． 
浦
和
地
方
法
務
局
川
越
支
局
(
6
4
3

・
曜
日
、
午
後
6
時
3
0
分
1
9
時
、
同
館

｀

。
月
五
百
円
。
問
合
先
・
・
・
高
木
正
義

|
3
8
2
4
)
 

•

(
?
2
2
|
2
5
8
2
午
後
6
時
以
降
）

一
瓢
第
2
2
回
川
越
市
硬
式
卓
球
選
手
権

：―
-不
動
産
の
無
料
相
談
会

・i

市
卓
球
連
盟
主
催
。
4
月
2
2
日
回
、

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産
価
格

i―
午
前
9
時
か
ら
、
市
民
体
育
館
で
。
男

な
ど
の
相
談
。
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

・

日
時
：
4
月
7
日
山
午
前
1
0
時
ー
午

i
子
単
（
一
般
、
3
0
.
4
0
.
5
0
.
6
0
歳
代
）
、

後
4
時
会
場
・
・
丸
広
百
貨
店
正
面
入

~
女
子
単
（
一
般
、
主
婦
）
、
複
（
男
子
、

口
前
問
合
先
・
：
⑪
日
本
不
動
産
鑑
定

i
女
子
、
混
合
）
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。

協
会
埼
玉
県
部
会
(
6
0
4
8
|
8
3

i
l

人
単
・
複
各
一
種
目
ま
で
。
小
学
生

8
1
0
4
8
3
)

i
以
上
の
市
卓
球
連
盟
登
録
者
（
当
日
申

i
し
込
み
可
。
千
円
。
小
・
中
学
生
経
費

i
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か

i
剛
春
休
み
子
供
映
画
会

―

南
公
民
館
1
6
ミ
リ
映
写
ク
ラ
プ
主
催
。

i
3
月
29
日
困
、
午
後
ー
時
ー
3
時
、
南

一
公
民
館
で
。
無
料
。
直
接
会
場
へ
。
内

一
容
：
ぼ
く
た
ち
の
勇
気
(
3
1
分
）
、
あ
り

一
が
と
う
ハ
ー
ナ
ー
(
4
5
分
）
、
金
の
ガ
チ

・
ョ
ウ
（
ア
ニ
メ
2
5
分
）
、
海
ガ
メ
さ
ん
の

一
チ
ェ
（
ア
ニ
メ

20
分
）
問
合
先
・
・
・
神
田

一
み
づ
ゑ
(
6
2
2
ー
3
1
5
9
)

一
置
実
践
倫
理
婦
人
の
集
い
「
あ
な
た
は

一

子
ど
も
の
心
が
見
え
ま
す
か
ー
」

一

⑪
実
践
倫
理
宏
正
会
川
越
支
部
婦
人

一
部
主
催
。
4
月
3
日
因
、
午
前
1
0
時
i

i
1
1
時
4
5
分
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
。
無
粍
。

i
●
 

霞 結1□ばご芯：
4月からの第2・4土罹日
●4月からの第2• 4土曜H閉庁に伴い、

上記の相談は休みます。なお、西文化会

館の住宅修繕相談も休みます。

問合先…市民文化課合内線862• 3 

市内の交通事故発生件数

2月まで 平成 2年 平成元年 増減数

総 件 数 1,038件 977件 +61件

人身事故件数 161件 181件 -20件

死 者 数 3人 0人 + 3人

傷 者 数 215人 226人 -11人

物捐事故件数 877件 796件 +81件

交通事故に備え、川越市交通災害共済へ刃入を

ーヽ

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か

●
ひ
と
ま
ら
伝
言
板
●

・

ア

匿
生
け
花
ク
ラ
プ

毎
月
三
回
、
金
曜
日
、
午
前
9
時
3
0

分
1
正
午
、
南
公
民
館
な
ど
で
。
月
＝
―

千
円
。
問
合
先
…
吉
田
勝
子
（
6
2
4
|

0
0
3
6
)
 

花
芸
ク
ラ
フ
（
生
け
花
）

毎
月
二
回
、
金
曜
日
、
午
後
6
時
3
0

分
1
9
時
、
南
公
民
館
で
。
月
＝
―
千
円
。

問
合
先
…
山
崎
恵
子
(
6
4
6
|
3
5
2

4

)

 h
川
越
コ
ー
ル
フ
ロ
イ
デ
（
混
声
合
唱
）

毎
週
木
曜
日
、
午
後
7
時
1
9
時
、

白
鳩
幼
稚
園
で
。
月
二
千
五
百
円
。
問

合
先
：
・
宇
山
冨
士
子
(
6
3
2
ー
0
6
6

7

)

 麟
川
越
洗
｀
心
会
・
謡
曲
教
室

月
＿
＿
一
回
、
木
曜
日
、
午
前
1
0
時
1
正

午
、
雀
の
森
会
館
で
。
月
三
千
円
。
問

合
先
：
三
浦
津
美
（
6
4
3
_
9
4
1
9

午
後
6
時
以
降
）

疇
川
越
奏
和
吹
奏
楽
団

毎
週
金
曜
日
、
午
後
6
時
1
9
時
、

西
文
化
会
館
で
。
入
会
金
一
万
円
、
月

二
千
円
。
問
合
先
…
水
野
洋
子
（
6
2
4

|
9
5
1
3
)
 

＇
ボ
ー
イ
ズ
リ
ー
グ
中
学
部

初
雁
全
川
越
（
硬
式
野
球
）

新
中
学
一
・
ニ
年
生
。
毎
週
日
曜
日
、

午
前
8
時
3
0
分
i
午
後
5
時
、
寺
山
野

球
場
で
。
入
会
金
五
千
円
、
月
＝
＿
千
五

百
円
。
4
月
ー
日
回
、
午
前
9
時
、
グ

ロ
ー
ブ
持
参
で
市
役
所
前
に
集
合
。
問

合
先
…
森
林
茂
雄
(
6
2
2
ー
1
0
3
3
)

饂
橿
原
ダ
ン
ス
研
究
会
（
社
交
ダ
ン
ス
）

毎
週
水
曜
日
、
午
後
7
時
3
0
分
i
9

時
3
0
分
、
福
原
公
民
館
で
。
入
会
金
千

円
、
月
二
千
円
。
問
合
先
・
ー
・
新
井
伊
左

エ
門

(
6
4
2
ー
9
2
1
1
)

福
原
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
プ

毎
週
木
曜
日
、
午
後
ー
時
3
0
分
1
3

時
3
0
分
、
福
原
公
民
館
で
。
入
会
金
千

円
、
月
千
円
。
問
合
先
…
斉
藤
怜
子

(
6
4
3
|
5
6
0
2
)
※
4
月
5
日
肉

か
ら
8
回
、
初
心
者
講
習
会
あ
り
。

免
除
）
。
単
五
百
円
（
小
・
中
学
生
―
―
―

百
円
）
、
複
八
百
円
。
現
金
書
留
で
4

月
1
0
日
因
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
種
目
を
明
記
し
、
参
加
費

を
添
え
て
川
越
郵
便
局
私
書
箱
3
3
「
J
I
I

越
市
卓
球
連
盟
」
へ
。
問
合
先
…
関
根

一
夫
(
6
3
1
_
0
2
0
2
)
※
ゼ
ッ
ケ
ン

着
用
。
棄
権
で
も
参
加
費
の
返
却
な
し
。

馴
剣
舞
無
料
講
習
会

4
月
14
日
1
5
月
2
6
日
、
毎
週
土
曜

日
(
5
月
5
日
を
除
く
）
、
午
後
2
時
1

4
時
、
西
文
化
会
館
で
。
帯
ひ
も
持
参
。

初
日
に
同
館
第
二
会
議
室
で
受
け
付
け
。

と
う
す
い

問
合
先
…
木
村
燈
穂
（
6
3
5
_
5
3
5

5
午
後
7
時
以
降
）

問
合
先
…
川
俣
た
ね
(
6
4
2
|
2
9
0

3

)

 鱈
ぎ
ん
ざ
朝
市

4
月
8
日
回
、
午
前
8
時
1
1
0
時
。

ワ
イ
ン
試
飲
会
。
問
合
先
…
可
児
誠
次

(
6
2
2
ー
0
5
0
9
)

攣
西
山
歴
史
博
物
館
第
4
回
特
別
展

か
ぷ
と

「
変
わ
り
兜
と
郷
土
刀
」

5
月
3
0
日
困
ま
で
の
午
前
1
0
時
1
午

後
5
時
。
大
人
五
百
円
（
＋
人
以
上
の

団
体
四
百
円
）
、
小
人
＿
―
ー
百
円
（
＋
人

以
上
の
団
体
二
百
五
十
円
）
。
問
合
先

…
同
館
（
6
2
6
1
0
7
6
6
)

と
き
た
伝
言
板
●

．
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主な公共施設・1差しものカイド

事立國書鱚

展示室
●第15回多陽会・絵画展

4月178（灼～22日（日）、午前9時30分～午後

5時(17日は正午から、22日は午後3時まで）

三久保町2-9ff22-0559 
休館＝月曜日・祝日・月末

視聴覚ホールで44-5603
県立図書館：

先着150人
I _ 

6 日（~ 1 春休み子ども映画会
AMIO．゚o- 二畠翌嬰且‘因ど (27分）
PM 2:00- イワン王子の大冒険 (40分）

20日（命 郷土を知る映画会～さいたまの伝統工芸- I 

A1110:oo- 埼玉の瓦職人 (44分）
PM 2:00ー さいたまの匠たち (10分）

［口：□-•一一戸ー·ーヒー 7 
●第21回子どもえの会作品展（水彩画・油絵） ！ 
4月5日（ポ～10瞑、午前10時～午後6時l

川越市民会館 郭町1-18-7 ff22-4678 ●休館＝火曜日・祝日

日 催しもの 入場方法 1開演時間 主催者

1日(8)1春休み親子コンサート

2日（月）第4回吹奏楽部定期演奏会

6日⑮ バレエ発表会

8日（Bl吹奏楽三校合同演奏会

lm(±)第7回フォーク部定期演奏会

I 5日1日）「海だ、船出だ、にこにこぷん」

22日(Bl第12回／1|越奏和奏友会吹奏楽団定期演奏会

28日l±J第21回古典ギタ一部定期演奏会

30日1悧 第7回男声合唱四校合同演奏会

青図ここ更：ロ
無料

無料

300円

700円

700円

200円

100円

PM s:oo 土 田芙恵子パレエスタジオ2ヨ:03-975-3023

PM 2:00 霞ヶ関西中学校ft31-018f.

PM 2:30 川越女子高校 ft22-351] 

AM10:00 埼玉映画文化協会
正午
PM 2: 60 I ft048-822-7428 

PM 2 :oo 川越奏和奏友全吹奏楽団
ft32-7835 

PM 2 :30 I川越病校 ff22-0224 

PM 1 :30 I川越高校音楽部ff22-0224

川越西文化会館 鯨井1556 ff33-67U ●休館＝火曜日・祝日

日 催しもの 入湯方法 1開演時間 主催者

1日IBllカワイ音楽コンクール地区予選会 無料 AM10:oo Iカワイ音楽教室川越事務所ft25-2664 

：：：I:：：：：；：：：室発表会
婦人倫理講演会

14日l±lI 「いま家庭に求められるもの」

無料 IPM 0:30 I小林真由美 ff22-4380 
無料

500円

AM 9: 30 Iやまびこ楽器 ff42-5260 

PM 1 :30 I倫理研究所埼玉中央支所
合048-863-3732

琴・尺八演奏会「いと・たけの競演」 I 1,000円 IPM 6:3O I武田侃蔵
22日(8)1東喜和流民謡舞踊吉川淑朝教室勉強会 無料 IAMI0:30 I関根由枝

ff22-0786 

ff31-0202 

30日制ピアノ・バイオリン発表会 無料 I正午 I田中蕗子 ff24-7652 

●どちらも駐車場が狭いので、車での来場はなるべ〈ご遠慮〈ださい。

●入場券などについてのお問い合わせは、それぞれの主催者あてにお願いします。

●9月中の使用申し込みは、それぞれの館で4月1日（日）、午前9時～午後3時にお受けします。

■予定は変更になることがあります。

月日 午前(9:30~11 :oo) 午後（1:oo-3:oo) 

4. 6~ 大笠自治会館 笠幡公園

4. 9（月）芳野公民館 古谷公民館

4.10~) 並木氷川神社 市農協南古支店

4. 1 1泳灼 砂氷川神杜 砂新田春日神社

4. 12沐 寺尾公民 館 熊野町公園

4.13拾 大束南公民館 福原公民館

4. 16（月l市農協日東支店 大東公民館

4. I 7(:k) 雀の森公民館 寿町白山神社

4.18困 丸広百貨店東側駐車楊 中央公民館

4. 19困 今成熊野神社 六軒町公民館

4.20（金 鯨井自治会館 小堤白山神社

4. 231月） 的場IT月たぬき出公園 霞ヶ関住宅団地自治会館

4.24（火） 菓急ニュークウン自柏会館 霞外関北5T且かば公園

4.25［水） 山田公民館 川越保健所

児童センター こともの城
石原町1-41-2
ft25-7288 

休館＝月曜日・祝日

＊こどもの城「春のハイキング・美の山」

日時• • 4月15日(B) 対象・定員…小学3年

生以上・ 15人（先着順） 経費・・1,000円

申込…4月1日（日）、午前10時から経費を添

えて同センターへ

＊母の日のカードづ〈り

日時…4月22日（日）、午後2時から対象・

定員・・小学生以上・ 15人（先着順） 経費・・

20円

＊映画会

日時・内容…•[> 4月4日沐）、午後3時から

「チャップリンの冒険」 [> 4月5日内、午

後3時から 「わがままな巨人」 [> 4月6

日⑥、午後3時から「お百姓の足` 坊さん

の足」 経費•••無料

＊バネルシアター

日時••4 月 12B （杓、午前10時30分から 内

容…「大きな大根」 対象・・幼児と母親 経

費••無料

＊わんぱ〈広場

日時…4月208衡． 27Bfii、午前10時30分

から 対象・・・2歳以上の幼児と母親 経費

・・・無料 ※今厠から定員の制限なし。

＊みんなで遊ぼう

日時•• 4月26H（杓、午前10時30分から 対

象・…幼児と祉親経費…無料

＊星空ウォッチング

日時••4月1B（日）、午後1時30分から 内

容・・・「当Hの星空」 対象・定員・・・小学生以

上 •98人（先着順） 経費・・・無料

＊星空の観望会

日時••4 月 28B 由、受付＝午後 6 時30分～

7 時内容•••木星、 二重星 対象・定員…

小学生以上・ 20人（先着順） 経費…無料

＊劇団「こどもの城」クラプ員募集

みんなでミュージカルをやってみよう。

日時••毎週土曙日、午後 2 時～ 4 時対象

・定員・ 9•小学生以上 ・ 10人 経費••年300

円申込…4月7日出午後2時～ 3時、

経費を添えて同センターヘ ※申し込み多

数の場合は抽選。

＊幼児クラプ員募集

お栂さんといっしょの集団遊び

日時••4 月 21 日～ 7月14日、毎週土躍B(5 

月5日を除く）、 午前10時30分から 対象

・定員・・・3歳以上の幼児と栂親・ 25紐 経

費・..500円 申込…4月7日出、午前10時

30分～11時、経費を添えて伺センターへ

※申し込み多数の場合は抽選。

・ノ

ユ＇＇リカ毛メ
けんこう

●畜犬登録と狂犬病予防注射
〈対象〉…生後3か月 (91B)以上の犬

〈料金〉...5,000円（登録料2,100円、注射料2,440

円、注射済粟料460円）

※当Hは、犬を押さえられる人が連れて来てく

ださい。なお、この期間に接種できない犬は、

獣医科医院で注射を済ませ、「注射済証」を健康

課へ持参し、登録手続きをしてください。

問合先•••健康課予防係

〈飼い主へお願い〉 最近、犬に関する苦性（フ

ン、嗚き声、放し飼い、悪臭など）が増えてい

ます。ペットを飼う方は、エチケットを守り、

他人に迷惑をかけないように飼いましょう。

~4月の不用犬引き取り
4月は、出張所での不用犬の引き取りは行わ

れません。不用犬は、直接、動物指導センター

（豊田本1082-1 ff42-1399)へ。

保健センター

~\4月の各種相談
希望者は、当日直接センターヘ。無料。 一般

保健相談は随時電話で受け付けます。

事業名 月日 受付時間

離乳食教室
AM 9:30~10:00 

4. 91月｝実施時間・..AM10:oo （始めたばかりの乳児） ~11 :30 

乳児相談 4. 9（月） AM9:30-10:oo 1生後～7か月未渦） 内容…身体計測・個
幼児相談 418Wl 別育児相談・歯みが
11歳ー就学m1 • 

き相談
乳幼児相談 4.23R ※J]齢・年齢によ＇）該当
(7か月．～就学前） 日が聾な＇）ます。
成人食教室 14.18RPM 1::30~z:oo 

●川越市役所 ft24-881 I 

健康課管理係（口内線252)

予防係（C内線254)

保健指導係（C内線257)

●保健センター ff24-861 I 

●川越保健所 合 24-0380

※どの会場も車での来場はご遠慮ください。

川越市役所ぢ24-8811

●4月の乳幼児相談
希望者は当H直接会場へ。無料。

対象…0歳～就学前 受付時間..午前10時～11

時30分 持参品・・・偲子健康手帳 問合先…健康

課保健指導係

月日 会 場 内 合六

4. 3f火） 大東公民館 身体測定

4.12休
品階南公民館 （身長・体重）

川鶴公民館 育児相談
4. 13圏 名細公民館

雑康相談
4.20倫 大東南公民館
4.23（月）霧ヶ関北公民館 栄養相談

4.25休灼 高階公民館
4.26困 霞ヶ関公民館

●4月の乳幼児健診
4か月児、 1歳6か月児、 3歳児の各健康診
査を忘れずに受診しましょう。無料。

日程・・「予防接種・健（検）診日程表」をご覧くだ

さい 受付時間・・各健診とも午後1時～ 2時30

分 持参品…母子健康手帳と 4か月児はバスタ

オル、 1歳6か月児は今使っている歯プラシ

問合先…健康課保健指導係

●離乳・歯科教室
離乳食の進め方と歯の手入れについて。希望

者は当 H直接会場へ。無料。

対象・・6~ 7か月児 持参品・・・歯プラシ（お持

ちの方） 問合先•••健屎課保健指導係

月日 会 場 受付時間

{・-9（月）I高階南公民館|PM1:30~2:00 
4.16~) 大 東公民館 実施時間…濯2:00

4.2期）1名細公民館 ~4:00 

成人健康相談
対象・定員…40歳以上・各会場40人 受付時間

…午前10時～11時30分 問合先…健康課保健指

導係 ※無料。健康手帳をお持ちの方は持参を。

月日 会 場 内 容

4. 5困 霰ヶ関公民館 身体測定

4. 10（火 霞ヶ関北公民館 （身長・体重）

4.13曲 大東公民館
血圧測定
尿検査

4. 19休）岱階公民館 健康相談
4.20徐 名細公民館 栄養相談

成人健康教室と健康相談
「いっしょに考えよう・健康を」、身体測定・

血圧測定・尿検究・健廉相談。無料。

日時…4月9H（月）、受付時間＝午前9時30分～

けんこうページ鳥シリーズ写真提供＝閲埼玉県野鳥の会川越支部

9時50分 会場・・・南公民館 対象・定員・・・30歳

以上の方 •30人 申込・問合先・,.4月2日（月）～

6 H⑥、電話で健康課保健指導係

●成人相談〈l叫＼臓や血圧の相談〉
どうき、息ぎれなどの不安、血圧の相談に医

師が応じます。無料。

日時•• 4月18日休）、午後1時30分～ 3時（受付

＝午後1時～ 2時30分） 会場・・・保健センター

対象・定員・・市内在住の成人・ 30人 申込・問

合先•••4 月 5 日巾、午前10時から電話で同セン

ター ※健康手帳をお持ちの方は持参を。

●なんでも健康相談
どなたでもお気軽に相談を。無料。

受付時間•••午前10時～ 11時30分持参品•••お持

ちの方は、母子健康手帳・健康手帳 問合先・・・

健展課保健指禅係

月日 会 場 内 容

4. 4(,N 福原公民館 身（本測定

4.11困 西文化会館 （身長・体重）

4.16相）古谷公民館 血l王測定

4.24（灼 山田公民館 尿検査

4.26休 芳野公民館 育児相談

4.27（金 南古谷公民館 健l灰相談

●献血にご協力を
凶． 9（月）・・・丸広西側駐車場

午前10時～正午、午後1時～ 3時

問合先・・・川越ライオネスクラブ 合24-7216

ふ］ 休日の診療機関④
●休日の当番医（受付時間…A!.i9:00~PM5:00〕1

3. 25lB)・・・永倉耳鼻咽喉科医院（耳）

新宿町1-4-11 合44-2755

4. I (B)…中村皮肝泌尿器科医院（皮・泌）

通町22-2 ff22-1019 

4. 8 （日）…永倉外科胃腸科朕院（外•内・胃）

小仙波町2-21-2 合25-4525

●内科・小児科の休日診療

川越市休日急患診療所 受付時間

小仙波町2-45-5 ［閲i！腐ご］｝！腐］
含23-oso1 LPMa:00-10:30 

●歯科の休日診痩（急患のみ）

川越市予防歯科センター

三久保町18-5 

含24-3891

受付時間

[AM9 :oo~11:30] 

今回の広報に「悶魯度予防接種、健（検）診日程表」が折り込まれています
予防接種乳幼児健診、各種健康教室の会場・日程が載っています。大切に保管し、活用し

てください。

日．2.325発百
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シリーズ⑮

→3・9i, 

ベーリ・ドウエル(40歳）

砂新田在住米国出身

私の社交奮
私が、初めて川越に米てから17年になります。最初

に留学で米た時から小江戸と呼ばれる川越が好きにな

り、帰国後すぐ川越に戻り、住み始めました。始めの

ころは、川越の社会になかなか浴け込むことができず、

結構寂しい思いをしたことがあります。あるB、私は

たくさんの友達ができる良い方法を見つけました。そ

れは、生浬教育が目的である公民館活動に参加するこ

とです。私は、公民館の各種講座や姉妹都市交流活動、

いも友の会の活動などを通して生活するだけでは会え

ないいろいろな人に出会えました。おかげで川越やB

本についてよく理解できるようになったと思，います。

「海を越えて」は今回で終了いたします。たくさんの

投稿、ありがとうございましだ。

川越市(109.18km')の話題からつォト・

11之乞
トー

と

成田悦子さん

自分の可能性を確かめるため

にもたくさんのことを試みたい

という積極的な女性です。

老
袋
氷
川
神
社

4
月

14日
、

万

作

の

踊

り

や

芝

居

は

桜

の

舞

う

境

内

の

特

設

舞

台

で

行
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ま

す

。
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東

口
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ス

平

方

行

き

ま

た

は

上

尾

駅

西

口

行

き

「

老

袋

」

下

車

徒

歩

約

10分
。

東
洋
大
学
前

県

道

を

川

越

か

ら

鶴

ヶ

島

に

向

か

い

、

小

畔

川

を

渡

る

と

華

や

か

な

桜

の

歓

迎

。

川

越

駅

東

口

か

ら

東

武

パ

ス

東

洋

大

学

行

き

「

東

洋

大

学

前

」

下

車

。

桜
前
線
北
上
由
＇

春

の

訪

れ

と

と

も

に

咲

き

‘

そ

の

季

節

を

象

徴

す

る

桜

。

桜

前

線

の

北

上

に

合

わ

せ

て

市

内

の

桜

も

間

も

な

く

ほ

こ

ろ

ぴ

始

め

ま

す

。

縦

に

長

い

日

本

列

島

で

は

]

月

の

沖

縄

県

か

ら

五

月

末

の

北

海

道

と

い

う

よ

う

に

開

花

の

時

季

に

も

違

い

が

あ

り

ま

す

。

川

越

（

関

束

平

野

）

の

桜

は

年

度

変

わ

り

に

咲

く

た

め

、

物

事

の

節

目

に

も

な

っ

て

よ

り

印

象

的

。

こ

の

時

季

は

入

々

の

異

動

も

多

く

、

他

の

月

に

比

べ

て

三

倍

＜

ら

い

の

転

入

・

転

出

が

あ

り

ま

す

。

川

越

を

離

れ

る

方

。

川

越

で

新

し

い

生

活

を

始

め

る

方

に

と

っ

て

は

門

出

の

桜

と

言

え

る

の

で

は

。

烏
頭
坂
・
熊
野
神
社
約

40
本

川

越

街

道

の

急

な

坂

を

上

っ

て

来

る

方

々

に

と

っ

て

心

の

や

す

ら

ぎ

C

仙
波
古
墳

群

と

呼

ば

れ

る

周

辺

の

塚

に

は

、

桜

も

多

く

見

ら

れ

ま

す

。

川

越

駅

か

ら

徒

歩

約

10分
。

-P
．

土

A

春
爛
漫

古

人

が

―

]

芦

う

よ

う

に

、

花

は

盛

り

が

す

ぺ

て

と

い

う

も

の

で

は

な

く

、

楽

し

み

方

も

色

々

。

市

内

で

も

‘

由

緒

あ

る

社

寺

や

校

庭

の

記

念

樹

な

ど

桜

は

各

所

に

見

ら

れ

ま

す

。

つ

ぼ

み

、

ひ

っ

そ

り

と

咲

く

桜

、

に

ぎ

や

か

な

花

見

、

夜

桜

、

散

る

美

し

さ

、

葉

桜

も

紘

力

の

ひ

と

つ

。

花

が

地

区

の

こ

と

を

知

る

ひ

と

つ

の

き

っ

か

け

に

な

る

か

も

知

れ

ま

せ

ん

。

の

ど

か

な

春

を

に

ぎ

や

か

に

彩

る

桜

の

季

節

、

近

所

の

方

々

と

身

近

な

桜

を

探

し

に

出

か

け

て

み

ま

せ

ん

か

。

国

際

花

と

緑

の

博

覧

会

（

通

称

「

花

の

万

博

」

）

が

、

四

月

一

H
か

ら

九

月

三

十

日

ま

で

の

六

か

月

問

、

大

阪

で

行

わ

れ

ま

す

。

会

場

の

鶴

見

緑

地

は

、

約

千

種

、

二

百

万

株

以

上

の

草

花

で

彩

ら

れ

、

約

一

四

0
ヘ

ク

タ

ー

ル

の

場

内

は

国

内

‘

世

界

の

国

々

・

機

関

の

展

示

が

予

定

さ

れ

て

い

ま

す

。

博

院

会

は

「

花

と

緑

と

人

間

生

活

の

か

か

わ

り

を

と

ら

え

、

二

十

一

匪

紀

へ

向

け

て

潤

い

の

あ

る

豊

か

な

社

会

の

創

造

を

め

ざ

す

」

を

ね

ら

い

と

し

て

い

ま

す

。

「

万

博

」

と

は

、

博

覧

会

国

際

事

務

局

（

本

部

11パ
リ

）

の

決

定

に

よ

る

国

際

的

な

博

覧

会

の

こ

と

で

国

内

で

は

こ

れ

ま

で

に

大

阪

万

博

、

沖

縄

海

洋

博

、

つ

く

ば

科

学

博

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

こ

の

万

博

で

は

、

ミ

ス

フ

ラ

ワ

ー

ク

イ

ー

ン

コ

ン

テ

ス

ト

椛

界

大

会

な

ど

の

イ

ベ

ン

ト

も

行

わ

れ

、

昨

年

の

日

本

代

表

選

考

会

で

準

ミ

ス

フ

ラ

ワ

ー

ク

イ

ー

ン

に

選

ば

れ

た

成

田

悦

子

さ

ん

(

2

3

歳

上

戸

ミ

ス

ユ

ニ

バ

ー

ス

関

東

地

区

代

表

）

も

活

躍

し

ま

す

。

ま

た

、

四

月

二

十

日

の

「

埼

玉

デ

ー

」

に

は

、

ぱ

や

し

メ

イ

ン

催

事

会

場

で

中

台

囃

子

連

に

よ

り

「

川

越

祭

り

囃

子

」

が

披

露

さ

れ

る

予

定

で

す

。

少／ioto
Im;' 

道行く人の注目を浴ぴる深紅の車体

丸ノ内繍、川越景り入れ？
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ー／
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患水上公園
r 
； 
ぶ`,,. .,, 

「
水上公園約200本

市内の老人会などから寄贈された桜。木

はまだ小さいものの数年後には立派な桜並

木になるでしょう。

川越駅西口、本川越駅から国際興業パス

高萩駅行き、高麗JI!団地第一折り返し場行

き、霞ヶ関団地行き「小ヶ谷町」下車徒歩

約 10分。

超｀ 色函£

却 ノ‘

I 

安比奈八幡神社

幹の中が空洞になっている桜、

元気に花を咲かせるその生命力

に脱帽。

氷川神社裏•新河岸川・初雁公園約300本

太乎洋戦争の戦没者の名誉と慰霊のた

め市内の方から寄贈されたもので「誉桜」

と呼ばれます。神社裏から桜をたどって）II

沿いに下ると新しくオープンした博物館。

川越駅東口から東武バス平方行きまた

は上尾駅西口行き「宮下町」下車。

明見院

しだれ桜， 4月15

ヽレ 日には北側の菅原

社で祭り囃子が演じ

られます。

本川越駅、川越駅

西口から西武パス今

福中台行き「今福中

台」下車徒歩約10分。

屯八
雲
神
社

4
月

15日
に

は

境

内

で

祭

り

嘩

子

が

演

じ

ら

れ

ま

す

。

本

川

越

駅

ま

た

は

川

越

駅

西

ロ

か

ら

西

武

パ

ス

新

所

沢

駅

行

き

「

中

台

」

下

車

。

田

中

洋

二

さ

ん

(

4

3

歳

石

原

町

一

）

が

丸

ノ

内

線

の

車

両

を

購

入

。

一

二

月

五

H
深

夜

に

ト

レ

ー

ラ

ー

で

運

ば

れ

て

き

ま

し

た

。

今

年

の

二

月

ま

で

―

二

十

四

年

間

活

躍

し

た

こ

の

車

両

は

、

日

本

製

の

ポ

デ

ィ

に

米

国

製

の

電

機

機

器

を

搭

載

し

た

珍

し

い

も

の

で

、

前

後

に

運

転

席

が

あ

る

の

が

特

長

と

か

。

田

中

さ

ん

は

「

な

る

ぺ

く

現

状

で

保

管

し

、

活

用

を

考

え

た

い

」

と

話

し

て

い

ま

し

た

。

炉I；ゅ~
100 

第13回市民オリエンテーリンク大会

大璽亀置に言胄讐のコース
コえ--,高の石百マ会
I ら自梨コをニネが青
スれ然修 l持十ン新少
のてにースっ四卜し年
感い触さはて人コく団
想てれんほ元の I市体
をおら と気参ス内連
話もれ藷んに加でに絡
ししるヶどコ者行開協
てろよ関歩 l はわ設議
くかう東いス｀れ予会
れつに石たへ地ま定主
またよーと゜図しの催

と'---とぷばり閃畠竺 l戻

-

―

-n-『
+

h

J

ロ

、

市

t

の

保

育

園

で

は

、

一

斉

に

卒

園

式

が

行

わ

れ

ま

す

。

れ
卒

園

式

に

は

、

字

園

児

が

記

念

行

ボ

を

ぁ
行

う

園

も

あ

リ

、

大

東

保

脊

園

展

rn

ス

なン
＿
｀

[

卸

本

）

で

は

、

恒

例

の

「

竹

踊

り

」

を

予

ー

ジ

年

｛

疋

。

練

習

は

三

月

の

中

ご

ろ

か

ら

始

ま

:
lり‘
鍛

初

は

慣

れ

な

い

園

児

も

式

当

日

H
な

ま

で

に

は

リ

ズ

ム

に

合

わ

せ

て

上

手

に

と

気

竹

を

飛

ぴ

越

え

る

よ

う

に

な

る

そ

う

で

的

元

す

。

も

う

す

ぐ

ピ

カ

ピ

カ

の

一

年

生

。

サ 9 Ill __ 
戸
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伊佐沼約200本

湖岸改修にともなって

植えられたもの、柳の緑

色と対称的。水音に耳を

傾けながらの散歩道。

本川越駅または川越駅

東口から西武パス大宮駅

西口行き、川越グリーン

パーク行きで「伊佐沼冒

険の森」下車徒歩約 5分。

イうストコーナー

菅野志穂さん

（的場）

日．2.3.25発戸
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とんがはと ナて小でまチまさとで近し い木サがクイtこ で

更ぢ店，了芯粛デ〕‘ 乞 kk;k ん な喪ら t�えをぢ多言 ロノ苫け° 9し
よ

§ニ
まて中いりの

‘
しか箪

゜ゲ:�ぅて田今力� tぅもやてカサ｀んめを四
し゜かちま近ハたわ いがウがでいん成ら ふイいス かはさ時
たよらっし＜コ゜いは・

いさメ見もきしま小外 くチまな多ん
‘

が間
゜くは... fこでベオいtミにいやっ、まの学に らョしど、の学し目

さいと ゆなオ花しおてジかたし方校出 んウたのノ回校にに
が出い先っどイが＇さぃぃンり＜t→まのま での゜花ウ、り内行‘

ししつ素くでヌい にをき＿二
ててて、りしノっ ‘さま組
み来

‘
-,さたフは

°

； ［悶： ［
゜

了、、ビ
、

春をさがしに ： ［
ゞ

亙：
月越小 3 年 は

じ
め
の
う
ち
は 、

み
ん
な 、

じ
っ

と
草
や
虫
な
ど
を
見
つ
け
て
い
る
よ
う

で
し
た
が 、

だ
ん
だ
ん
に
ぎ

や
か
に
な

っ
て
き

ま
し
た 。

と
く
に ‘

ぼ
く
た
ち

男
子
は 、

あ
ぜ
道
の
わ
き
や
川
の
中
の

小
さ
な
あ
な
を 、

木
の

ほ
う
で
つ
つ
き

回
り
ま
し
た 。

虫
や
へ
ぴ
が
冬
み
ん
し

て
い
る
あ
な
で
す 。

ぽ
く

が
つ
つ
い
て

い
る
と 、

何
か
出
て
き
ま
し
た 。

「
や

っ
た
あ」
と

思
っ
て ‘

よ
く
見
た
ら 、

ざ
ん
ね
ん 、

た
だ
の
カ

タ
ッ
ム
リ

の
か
ら
で
し

こ。
そ
の
う
ち 、

ぽ
く
は

も
う「

春」
を
さ
が
し
に

来
た
こ
と
も
わ
す
れ
て

遊
ん
で
し
ま
い
ま
し

た 。

帰
る
道
で 、

つ
つ
み

君
が 、

石
の
つ
ん
で
あ

る
所
に
小
さ
な
あ
な
が

あ
る
の
を
見
つ
け
ま
し

た 。
「

何
か
い
る
か
な」

と 、

そ
っ
と
石
を
ど
か

し
て
み
た
ら 、

ゲ
ン
ゴ

ロ
ー

が
三
び
き 、

ち
ょ

こ
ち
ょ

こ
動
い
て
い
ま

し
た。き

ょ
う
は 、

た
く
さ
ん
の
「

春」
が
さ

が
せ
て ｀

と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す 。

匹
ヶ

閃
北一
＝

浅
兄

文
江 ．

t

 

係
を
抱
き
す
こ
し

痰
せ
ぬ
と

思
い
た

さ
C

る
夢
よ
り

醒
め
て
胸
高
鳴
れ
り

霰
ヶ

関
北
四

佐
久
問
攘
子

た
ど

た
ど
と

環
塙
汚
染
訴
え
る
サ
ン

コ
ン

さ
ん
の
眼
が
き
ら
き
ら
光
る

露
ヶ

関
北
二

清
水

慶
子

越
冬
の
一
万
の
鴨
渡
り

来
て
湖
水一

面
に
黒
々
と
浮
く

「
広
報
川
越」
第
七――＿
九
号
（
毎
月
十
日
・

ニ
十
五
日
発
行）

平
成
二
年
三
月
二
十
五
日
号
／
編
集•
発
行
11

川
越
市
役
所(
〒
3
5
0

梵豆
わが街川越番組案内
三 一部変更になることもあります。

テレビ埼玉毎週火曜日::点はこ孟渭

埼
玉
県
川
越
市
元
町―
|-―-
|

6
0
4
9
2
|

24
ー
8
8
_
|)

発
行
人
11

川
越
市
長

川
合
喜

／
印
刷
11

有
青
山
印
刷

小
堤

金
子
功
美
子

車
の
窓
開
け
て
走
れ
ば
タ
ン
ポ
ポ
の
綿

毛
舞
い
込
む
五
月
の
風
に

小
堤

金
子

哲
子

始
め
て
に
ば
ば
と
呼
ぴ
た
る
孫
抱
き
て

の
く

重
き
も
忘
れ
ゆ
す
り

廻
り

つ

＊

第
四
十一
回
市
民
文
化
祭

川
柳
大
会
作
品
（
追
加
分）

仙
波
町
三

坂
上
万
須
子

人
間

よ
り

大
事
に
さ
れ
て
い
る
ペ
ッ
ト

＊ 

＊ 

歌

霰
ヶ

関
北
四

高
本

貞
子

孫
達
と

過
ご
し
た
三
日
あ
っ
と
言
う
間
お

正
月
で
あ
っ

た
よ
う
な
な
か
っ
た
よ‘
24

的
場

鈴
木

清

虹
の
橋
初
め
て
見
た
る
幼
子
が
声
弾

ま

せ
て
我
に
告
げ
き
ぬ

霰
ヶ

関
北
二

寺
屋

愛
子

●

]

衛
星
の
電
話
ワ
ン
テ
ン
ポ
遅
れ
来
る
娘

の
声
バ
ー

ジ
ニ
ア
よ
り

新
年
の
声

的
場

渡
辺

三
枝

こ

じ

血
と

涙
滲
み
た
る
壁
を
壊
し
い
し

民
衆

の
歓
呼
と

笑
顔
忘
れ
得
ず

小
堤

片
岡

薫

英
治
逝
き

艇
吸
わ
ざ
ら
ん
筆
の
穂
は
白

く
乾
き
て
棚
に
な
ら
び
ぬ

下
広
谷

小
林

溜

残
雪
の
今
だ
に
消
え
ぬ
庭
先
に
今
日
も

粉
雪
サ
ヤ
サ
ヤ
と
降
る

的
場

下
口

5
fo

座
蒲
団
に
エ

ノ
コ
ロ
草
の
実
を
数
多
落

し
て
帰
り
し

夫
の
碁
の
友

天
沼
新
田

田
端

清
吉

.
f
 

朝一
番
医
院
に
着
け
ば
ナ
ー

ス
等
が
清

め
し

椅
子
を
吾
に
す
す
め
る

下
広
谷

仲
田

久
子

爪
の
色
比
べ
な
ど

し
て
二
人
居
の
夜
の

こ
た
つ
に
余
生
を
語
る

▼
毎
年
三
月
は 、

市
職
員
に
と
っ
て

は
た
い
へ
ん
慌
た
だ

し
い
一
か
月 。

年
度
末
の
た
め 、

新
年
度
を
迎
え
る

準
備
が
あ
る 。

ま
た 、

三
月
定
例
市

議
会
も
開
か
れ
て
い
る 。

日
常
業
務

を
処
理
し
な
が
ら
並
行
し

て 、

い
く

つ
か
の
事
務
を
こ
な
し
て
い
く一
番

忙
し
い
時
期
で
あ
る 。

▼
平
成
元
年

度
を
振
り

返
っ
て
み
る
と 、

紙
面
の

誤
字
脱
字
の
ほ
か 、

広
報
塙
力
員
宅

へ
の
配
達
の
遅
れ
な
ど 、

い
ろ
い
ろ

迷
惑
を
か
け
た 。

新
年
度
は 、

初
心

に
返
り

清
新
な
気
持
で
出
発 。
▼
新

シ
リ
ー

ズ
「

ち
っ
ち
ゃ
な
笑
顔」
は

応
募
が
殺
到
し 、

掲
載
号
の
割
り
当

て
に
一
苦
労 。

も
う
―
つ
の
シ
リ
ー

ズ
「
し

み
ん
紀
行
・

旅
の
空
か
ら」

は、

ま
だ
ま
だ
余
裕
が
い
っ
ぱ
い
／．

□
山
叫
国一

3.27（火）
· ― 

4.3（火）

資源を大切に
ビン・カン分別収集が始まります

毎H出されるさま

ざまなゴミを処理す

るため 、 市では毎年

多領のお金を費やし

ています。 ゴ ミを滅

らすll)は 、 今緊急の

課題となっています。

番組では 、 ゴミの減堡と再利用のために1月から始

まるビン ・ カンの分別収集をレポ ー トします。

とき

時代を刻んで今①
～歴史のあけぼの～

市立博物館・常設

展示室を各展示フ
＂＿

スごとに紹介するシ

リ ー ズ番組。今回は 、

原始・古代の展示か

ら、その歴史背景・

かかわりのある現在

の市内の姿をレポ ー ト。「川越の歴史のあけぱの」をわ

かりやすく紹介します。歴史の1ページに 、 いつも見

なれた風景があるかも知れません。

4.10(*) �Fぢご』9
4月2日から16日までの半月 、 西独にある姉妹都市

オッフェンパッハ市から 、 11人の高校生を含む13人の

交流団が釆川します。川越に何を見つけるのか 、 彼ら

の 一 Hを送って 、 市内での交流の様 —fを紹介します。





